
 

 

山行報告 

２月９日       綿向山      小川 弘二 

山 名 綿向山 山行名 2 月例会 

ルート 
京田辺→御幸橋Ｐ→５合目小屋→綿向山→綿向北尾根分岐→５合目小屋→御幸橋 P→京田

辺 

山行日 
    ２０２０年２月９日（日） 天 候 雨雪時々晴

れ 

参加者 

リーダー： 小川       サブリーダー：吉澤  

男性：平尾・中田・西川（洋）・土岐・広瀬・田中・山下（剛） 

女性：染矢・伊藤（典）・中井・玉置・今村   参加者計 １４名 

ルート概略図 コースタイム 

地 名 時：分 地 名 時：分 

京田辺 

 

発 06：20 
綿向山 

着 11：52 

着  発 12：20 

御幸橋Ｐ 
着 

発 

08：30 

09：05 

綿向北尾

根分岐 

着 

発 

12：40 

 

５合目 

小屋 

着 10：42 
御幸橋Ｐ 

着 14：37 

発 10：50 発 14：55 

   京田辺 着 16：45 

今年は暖冬で行く先を決めるのが難しい。計画では明神平に行く予定だったが気象庁の天気予報（積

雪情報）を見れば雪が少ないと出ており、雪の多いところは無いかと探したら綿向山だった。 

京田辺を 6：20 に出発、松井山手のガストで合流し、名神高速で大津を過ぎた当たりから今年初め

ての銀世界。竜王 IC で降り、御幸橋の駐車場に向かうが周りの田畑は真っ白。御幸橋の駐車場に着

いたが貸切バスを含め、既に満杯状態。少し奥の駐車場に無理やり車を留めて、軽アイゼンを着装し

（初級登山教室の３名は着装なし）小雪がチラつく中を２班に分かれて歩き出す。  

駐車場付近は５㎝程度の積雪だが、３合目・５合目と高度が上がるに連れ雪は深くなるが、新雪な

ので気持ち良く歩ける。５合目で休憩し、その間に子供に返りソリ遊び。初参加の方々もソリ遊びが

大好きなようで、雪まみれになりながら滑っている。まだ先が長いのでソリ遊びもそこそこにして山

頂を目指す。 

７合目から冬道になり急登が続くが雪は増々深くなり、アイゼン着装しても滑る。爪先で強くキッ

クをしながら高度を稼ぐ。台風並みの強風で耳が痛くなるが樹氷のキレイさに心を奪われ、皆、頑張

って登っている。８合目付近までくると突如風邪が納まり青空が見え始め、滋賀東部の雪に覆われた

山並み見えだした。皆、歓声をあげシャッターを切るのに大忙し。その後、キレイな樹氷の林の中を

進み頂上に到着。今までの強風が嘘のように、青空が広がる。東側には雪に覆われた雨乞岳や鎌ケ岳

の鋭鋒がくっきり見える。綿向山には今まで４回程登ったがこれ程キレイに周りの山並みが見えたの

は初めてである。しかし、天気の変わりは早く、昼食を取るころには強風が吹き荒れ始め、塔や岩の

陰に身を隠しながら食事をする。集合写真を撮った後に下山を始めたが少し天気が回復してきたので

綿向北尾根分岐まで足を伸ばすことにした。ここは余り人が行かない場所なので踏み跡はあるが新雪

で踏み跡を外すと膝の下までズボズボと沈みこむ。然し、尾根で樹木が無いので景色は最高で、北側

の霊仙山や伊吹山まで見渡せる。 

帰りに又、５合目でソリ遊びをして無事下山。 

寒いからと言って、家でゴロゴロしてないで、たまには雪山に行きませんか？ 

素晴らしい景色が待っており、又来たいと思うこと受け合いますよ！ 

ヒヤリハット： なし 

 

綿向北尾根分岐 

５合目小屋 

御幸橋Ｐ 

綿向山 

５合目小屋 



 

 

例会 綿向山 感想                         平尾 繁和 

 

1 月が異常に暖かく全国的に雪が降らず実施されるか危ぶんでいたが、綿

向山に変更しての例会に参加できてよかった。 

綿向山には 2 回ほど登ったことがあるが冬は初めてで、7 合目を過ぎてか

らの冬道の尾根筋は風が強く時折

吹雪いて頬が痛かった。 

冬道は、普段は保全のため入れな

いブナ林の中を直登していくコー

スで、えびの尻尾や樹氷になりかけ

た雪で白く覆われたブナの林を堪

能できた。 

竜王山への分岐手前では樹林の

間に青空がのぞき白と青のコント

ラストが最高で、思わず感嘆の声が

上がった。 

山頂からは、向かいの鈴鹿山系の山々、鎌ヶ

岳や雨乞岳がみられ、聞くと前回は見られなか

ったとのことでラッキーだった。 

山頂で昼食後下山、冬道分岐を越え竜王山へ

向かう尾根を雨乞岳からの主稜線手前まで行っ

た。少し雪も深かったが展望が開け素晴らしい

眺めだった。 

途中、季節をかえ見に来ようと思っていたブ

ナの珍変木（「幸福ブナ」と呼ばれているらしい）

にも出会えた。 

久々の雪山山行に感激、今後も機会があれば

参加したいと思います。（アイゼンの課題は反

省）。 

事前にいろいろ積雪状況を調べ計画し運転も

していただいた小川さん大変お世話になり、あ

りがとうございました。 

雪山初体験の方も、橇すべりを夢中で楽しま

れていましたね。参加のみなさん楽しい雪山山

行ができ、ありがとうございました。     

※参考 ヤマップ：9.2ｋｍ、5 時間 26 分、

累積標高差 860ｍ/890ｍ 

                                               

今村ひとみ 

初めての雪山登山に不安を感じながらも、樹

氷を見たくて参加しました。さらさらの粉雪を

掻き分けて、アイゼンを雪の斜面に突き刺しな

がら歩くことがわかってくるとだんだんと面白

くなってきました。ソリ遊び、青空と樹氷の美

しさ、山頂から見た悠々とした鈴鹿山脈。どれ

も心が動かされました。 

吹雪のランチタイムにはパンが凍りそうにな

って焦りましたが、震えるほどの寒さも山友会

の皆さんと一緒なら楽しく乗り越えられました。



 

 

本当に楽しい一日を過ごせました。  

                                 西川 洋 

気温氷点下 5度、風速 10メートル最

大風速 20メートル、こんな状況で直接

風に当たっていた耳は、翌日赤く軽い

凍傷になっていました。 

 頂上付近で曇り空であった空は、途

中三度ほど雲がなくなり、青空が現れ

周辺の山々の景色も見渡せるようにな

りました。 

 雪山の景色及び樹氷がとても美しか

った。 

とっても良い山行になりました。 

 

                                     中田 繁男 

暖冬の今年は雪がなく小川さんには

苦労をお掛けしました。今週は寒気が

戻り急遽「綿向山」に変更になり雪山

が期待できそうでした。  

登山口は久しぶりの雪景色に沢山の

登山者にツアー客が多く賑やかです。 

綿向山で今期初めての雪の登山が楽

しめました。 

山頂付近の樹氷が青空に映えて美し

い！！ 

登山教室のメンバーも初の雪山経験が

嬉しそうです。 

尾根伝いからの雪景色は感激して何度も目に焼き付けて帰りました。 

お疲れ様でした。 

                                                    玉置 安世 

 雪山に行くのをちょっとビビッテいた私としては今年の雪は余り降らなかったので正直ほっとし

ていました。 

今回の綿向山の山行前あたりからすごい寒波で雪が一杯積もって不安しかなかったです。 

でも、そんな思いは何処えやら！楽しい貴重な経験ができた１日です。 

アイゼンに刺さる雪ノ感触が何とも嬉し

い。 

顔には粉雪が当たるし、風が強くて前に

進めないけど山頂での一瞬の青空がご褒美

です。 

樹氷ってほんと自然が作った作品だわ！

キレイ過ぎる。 

ちょっと、雪山にハマッテしまったので

した。 

楽しい山行ありがとうございます。 

 以 上 


